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【序論】現在、ペロブスカイト太陽電池の電子輸送層として広く用いられている TiO2は、

低い電子移動度に加え、UV照射下で光触媒作用によりペロブスカイトを分解し、デバイス

の安定性が低下するという問題を抱えている。我々は前回までに、三元系酸化物の

BaSnO3(BSO)及びSrSnO3(SSO)を電子輸送層に用いたペロブスカイト太陽電池の作製を行う

ことでデバイス耐久性 1)、及び電池性能向上を確認した。2) しかし、それぞれの結晶化温度

や溶媒への分散性が異なるため、両者の物性比較が困難である。本研究では中間体となる

Ba1-xSrxSnO3(SBSO)を過酸化物沈殿法で合成し、評価した結果を報告する。 

【実験】出発材料として SrCl2・6H2O(1-x mmol)、SrCl2・6H2O(x mmol)、SnCl4・5H2O(1 mmol)、

C6H8O7(0.5 mmol)を H2O2中に溶解し、アンモニア溶液を加えて pHを 10に調節した後、溶

液温度 50℃で 1 時間の撹拌を行なった。得られた前駆体溶液を吸引濾過、乾燥を行なった

後、500℃及び 900℃で焼成し、Sr1-xYxSnO3 (x=0, 0.2, 0.5, 1.0)粉末を作製した。 

【結果】 Fig.1 に SBSOの X線回折スペクトルを示す。x=0, 0.2では、500℃焼成を行うこ

とで目的とする BaSnO3相が得られたが、x=0.5では x=1.0と同様に 500℃焼成による BaSnO3

相への結晶化は確認できなかった。Fig.2には 900℃焼成を行った SBSOの格子定数を示す。

x=0.2 で、Ba に Sr が置換されることによる格子定数の低下を確認した。一方、 x=1.0 で

は結晶系が立方晶から正方晶へと変化したことによる格子定数の大幅な増大を確認した。 
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